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教頭 行動モデル

職員一人一人を生か
して、課題達成に向
かいたい。⑥

課題達成に向けた手順の
なかで重要なポイントとな
る段階ごとに、職員一人一
人に役割を用意している。

学年や部会などの組織の
活動を充実させて、課題
達成に向かいたい。⑦

課題達成に向けた手順や段
取りの中に、各組織としての取
り組み方を話し合わせること
を位置付け、各主任に継続的に
声を掛けて啓発している。

職員一人一人や各
組織が、見通しをも
って課題解決に向か
えるようにしたい。②

達成課題についての
現状、目指す姿、手順・
段取りを、チャート図で
示している。

職員から出された
アイデアを生かし
たい⑥

職員にアイデア実施の際の
計画を詳細に立てるように指
示し、協力を依頼する学校外
の施設へ出向いて説明したり
交渉したりしている。

何事にも組織的に
即時対応ができる
ようにしたい。①

緊急な課題に対しては、
学年主任や関係分掌の主任
を集め、指示や相談をし、分
掌を越えた話合いを促して
いる。

学年や分掌などの
部会を連携させた
い。⑧

各組織での話合いの結
果を吸い上げ、計画や段取
りを連携の視点から適切に
調整し、示している。

達成課題ごとに、「現状」「目指す姿」を具体的にし、達成への「手順・段取り」を整えて
いる。

職員からの提案や緊急な課題に対して、学校内の計画を調整したり関係機関と連絡を
とったりして、その実現に向けて動いている。

１ 【 構想や段取りにおける、職員への働き掛け 】

２ 【 提案や課題に対して組織的に取り組むための働き掛け 】

共に考え行動するまず行動する 力をまとめる 確かめ合う
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職員に負担がかかり
過ぎないようにした
い。①

各組織からの提案事項につ
いて、仕事量と時間との関係
の視点で教務主任とともに検
討し、必要があれば、提案者
に助言している。

より効果的な計画づ
くりをしたい。①②

組織としての仕事が効率
的に進むように、互いに進捗
状況や内容について声を掛
け合いながら確認している。

分掌組織の在り方を
見直して、より良くし
たい。①

年度初めに決定した分
掌組織にとらわれず、目標
や願いに応じて、必要があ
れば分掌組織を変えたり
短期的に構成したりしてい
る。

それぞれの組織ご
との取組の重点を
関連させたい。①

自身で立てた構想に基づい
て、学年や分掌ごとの関係者
との相談や話合いをまめに行
っている。

それぞれの組織を
活性化させたい。②

各組織ごとの計画や段取
りを練るように働き掛けてい
る。その際、ワークシート等は
どの組織にも適用できる様式
を示している。

互いに助け合いな
がら取組を進めて
ほしい。⑧

担当や該当職員だけに任
せずに仕事が進むよう、学
校全体の計画の調整をし、各
組織を構成する教員が動け
るようにしている。

職員が効率的に動けるようにするために、教務主任と日常的に声を掛け合い、時間や
計画の調整を共にしている。

目標や願いの達成に向けて、分掌ごとに重点としてほしい内容を各主任に伝えている。

３ 【 教務主任と協力した体制づくりや意見調整 】

４ 【 分掌組織の主任を生かした組織的な取組への働き掛け 】

共に考え行動するまず行動する 力をまとめる 確かめ合う


